




























































































そうした活動と並行して，資料の落ち着き先についても考えていた牧野は，まず 2013 年 6 月に
センターを訪れ，資料整理の方法や収集方針などについて確認したのち，2014 年 5 月には楠原・下
垣とともに来館し，寄贈可能性について内々に打診を行っている。そして資料収集がほぼ終了した
2015 年 12 月に，正式に 3 者からセンターへ寄贈の意思が伝えられ，2016 年 1 月～2 月にかけてセ
ンタースタッフが資料の総量や内容を確認し，センター運営委員会に報告。2016 年 3 月 8 日に運営















フリカ問題に取り組む学生サークルが誕生する。1969 年 5 月，その一つである東大の学生グループ
INKULULEKO（ズールー語で「自由」の意）と，前出の「仲間」が中心となって「アフリカ行動
委員会」（Japan Anti-Apartheid Committee：JAAC-Tokyo）が生まれ，INKULULEKO の大岡俊
明や「仲間」の楠原が，その中心的なメンバーとしてかかわっていくことになる。JAAC-Tokyo は
1970 年 6 月 26 日，懇話会とともにフリーダム・デーのデモ（べ平連と同じく清水谷公園から出発）
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表1　反アパルトヘイト運動関連資料・下垣桂二氏寄贈分（R09）編成（センター目録を簡略化）
シリーズ ファイル番号 年代 概要
シリーズ 1
主題別ファイル
   1101
   -1403
  1972







   2001
   -2016
  1971






   3000
   -3011
  1970







   -1999 主としてこむらどアフリカ委員会宛の書簡。現時点では非公開。
シリーズ 5
その他
   5001
   -5008
  1979
   -1995 シリーズ 1 ～ 4 には含まれないビラ，写真，冊子など。
シリーズ 6
一般刊行物
   6001
   -6002
  1983















ぺんぺる号」は沖縄を起点に，500 日間で国内 194 カ所を巡回し，展覧会を訪れた人の数は計 38 万
人にのぼった。また 1990 年 10 月のネルソン・マンデラ来日時には，東京と大阪で市民による歓迎












筒にまとめられた多様な資料，書籍や AV 資料などと似通っている。参考のため，表 1 及び表 2 に，
両資料群のシリーズ編成を示しておく。
また，楠原からは 2017 年 11 月に「アフリカ行動委員会ノート」（1969～87 年）13 冊および「ビ
ラ・資料類」（1970～71 年）ファイル 2 冊を追加で受贈したが，これらについては未整理のため表
1・2 には含まれていない。
2．これらの記録が語ること










1963 年 12 月には，南ア人種差別反対実行委員会準備会（のち「南アフリカ問題懇話会」）の『南
ア通信』が，1964 年 8 月には，「仲間」の『アフリカ・日本』が創刊された。少し遅れて，1969 年
には JAAC-Tokyo が『アフリカ行動委員会ニュース』を，そして 1970 年に活動を開始したこむら
どアフリカ委員会が，1972 年に『こむらど』を発行し始めている（写真 2）。
表2　反アパルトヘイト運動関連資料・楠原彰氏寄贈分（R10）編成（センター目録を簡略化）
シリーズ ファイル番号 年代 概要
シリーズ 1 
ファイル
   1001
   -1013
  1963












   2001
   -2010
  1984






   3001
   -3007
  1964






   4001
   -4013
  1972
   -1994 アフリカに関する一般刊行物。
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間」のメンバーの多くが，1965 年 4 月 24 日のベ平連最初のデモに参加している。また，楠原も後
年，運動のしかたにおいてベ平連に「影響を強く受けていた」［楠原 2015a：7］と語っている。





カ行動委員会ニュース』No.2，1969 年 7 月，p.4］と書いている。「忙しい」と言ったのがどんな団体の
誰なのかは不明だが，当時の日本人がベトナム問題で手一杯だった様子がうかがえる。









『南ア通信』No.29［1968 年 1 月］は，この頃の南部アフリカがすでに「第二のベトナム」と化し











こうしたアフリカのベトナム化にもかかわらず，1970 年 3 月に ANC メンバーで詩人のマジシ・
クネーネが来日し，政党や労働組合を訪れて資金援助を求めたとき，関心も資金もほとんど得られ








































「南アの第 4 位の大顧客」［『南ア通信』No.20，1966 年 6 月，p.13］となる。そして「これに対する感謝
の気持（？）が，日本人に対す（る）“名誉白人”という名称になって」［下垣 1973：5］，表向きは白
人と同等に扱われるようになっていた。そして，それを本気で「名誉」と思い，非白人に対して差
























































アパルトヘイト運動で重要な役割を果たした Dutch Anti-Apartheid Movement （Anti-Apartheids 
Beweging Nederland：AABN），the Eduardo Mondlane Foundation （EMS），そしてHolland 












る動きが活発化した。そして 90 年代以降，ANC および Pan African Congress（PAC）のアーカイ





































（ 1 ）―― 南アで，1950 年のメーデーに際し ANC などが
企画した集会を警官隊が襲撃し，子どもを含む多数の死
傷者が出た。これに対して ANC，インド人会議，南ア

















（ 5 ）――国立歴史民俗博物館企画展示図録『「1968 年」
無数の問いの噴出の時代』（以下，「68 図録」という。），
96 頁掲載。
（ 6 ）――68 図録，94 頁掲載。
（ 7 ）――アルフレッド・ンゾー（Alfred Nzo），ANC書記長。






とまでは言わなくても」『月刊地域闘争』1975 年 1 月号，




（13）――Forward to Freedom: The history of the 
British Anti-Apartheid Movement 1959-1994.　http://
www.aamarchives.org/
（14）――International Institute of Social History. 














はSouth African Democracy Education Trust （SADET） 
（ed.） The Road to Democracy in South Africa , Vol. 3: 
International Solidarity, Part 3, Pan African University 
Press and Unisa Press に，反アパルトヘイト運動に深く
関わった津山直子（アフリカ日本協議会代表理事）と牧野
の共著論文“The Anti-Apartheid Solidarity Movement 
in Japan: Actors, Networks and Issues” が 収 録され
た。 同 書 の 詳 細 は　http://www.sadet.co.za/road_
democracy_vol3_3.html　を参照のこと。
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